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2単位 担当教員：星川 安之、森川 美和

専門科目／ヘルスケア・ライフマネジメント科目群

ユニバーサルデザインと暮らし
身近なところに存在するユニバーサルデザイン（高齢者・障害のある人も使いやすい製品やサービス、施設「共用品」ともいう）を知り生活に生かす方法を学習する

受講するにあたって

共用品推進機構のウェブサイトや以下の参考図書、関連図書を一読し、自分の周りにある共用品に
ついても少し学習をしておくことをお勧めする。

①事前学習の
　すすめ

後藤芳一・星川安之『共用品という思想 －デザインの標準化をめざして－』岩波書店
佐川賢・星川安之『より多くの人が使いやすいアクセシブルデザイン入門（やさしいシリーズ）』日本規格協会
共用品推進機構『共用品白書2003』ぎょうせい

②参考図書

授業中の取り組み姿勢と、学科試験に相当する筆記レポートの内容を考慮し評価する。③評価基準

参考図書をいずれか一冊でも読んでおくと、より深く正しく理解できるであろう。④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

1. 担当教員による講義
「日本発ユニバーサルデザインのはじまりから今まで」
｢共用品・共用サービスの配慮点について」
｢共用品・共用サービスがめざす社会」

2. ゲスト講師による講義及びフォーラム
「企業におけるユニバーサルデザインの実践」
「障害者の日常生活の不便さと解決されていること」
視覚障害・聴覚障害・肢体不自由の当事者のゲスト講師を招いて

3. グループ実習
「より多くの人が利用しやすい旅行の視点の整理とグループ討議」
グループ発表と質疑応答、担当教員によるまとめ

講義の流れ

本講義では、身近なところに存在するユニバーサルデ
ザイン、共用品・共用サービスに気づき、日常の生活に
活かす方法を知ることが必要である。国際的にも注目
されている”日本生まれの高齢者・障害のある人が使い
やすい共用品”は日本が世界に誇るモノづくりの一つで
ある。担当教員より、共用品を知ることで高齢者・障
害のある人に対して日本がどのように取り組み世界に
働きかけているかを学習する。またゲスト講師の障害
当事者から、様々な場面で遭遇する便利さや不便さ等
を聞くことで、視野が広がり多面的に物事を考え解決
していく力をつけていく。

講義のポイント

私たちの暮らしの中に、「ユニバーサルデザイン」という言葉が浸透し、最近各分野において、ユニバーサルデザインの
視点からの設計や基準の見直しが活発になってきている。
しかし、福祉分野では、その考え方が大切で、かつ応用できる工夫や製品が数多くあるにも関わらず、見過ごされてし
まっているケースがある。ユニバーサルデザインおよび関連する概念を学ぶとともに、ユニバーサルデザインが人々の
暮らしに与える効果・意義について考える。

ユニバーサルデザインを理解する

2単位

専門科目

レポート・研究入門
レポートや仕事文に必要な科学的な文章の書き方、事実と意見を書き分ける

受講するにあたって

仕事文や試験課題について答案を書くときの自分の文章の書き方を振り返り、自分の苦手な点を整
理する。科学的な文章を作成するにあたって、どのような知識が不足しているかを明確にしておく
こと。入門であるが、単なる単位修得だけが目的の受講は控えてほしい。

①事前学習の
　すすめ

訓覇法子・川床憲一『社会福祉調査論』日本福祉大学通信教育部テキスト②参考図書

グループ討議への積極的参加を評価に加える。講義2日目の終わりに、1時間の筆記試験を実施する（持
ち込み不可）。評価は、講義内容の正確な理解力と批判的検証による考察力を重視する。

③評価基準

2日間の講義では十分内容を理解することは難しいために、担当教員が適切であると考える参考文献
を指定し、資料を配付する。自分の理解が正しかったかどうか確かめるために必読すること。

④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

まず、講義の目的と目標を明確にし、講義の進め方を確認する。
序論として社会福祉学がなぜ学際的科学であるのかを考える。
次に科学的な文章とは何か、そのひとつであるレポートの特徴
を明確にする。科学的な文章にするために必要な「事実」と「意
見」の違い、その書き分け方を学ぶ。レポート形式と呼ばれる答
案用紙の書き方も取り上げる。次に、調査・研究の基本的過
程を学び、問題策定に必要な先行研究の検索、選択、読み方、
要約レポートの書き方を修得する。最後に、調査結果を報告
するレポートの構造立てと作成の仕方や留意点を理解する。

講義の流れ

知識を暗記するのではなく、批判的検証力を各自が身につけ
ることを重視する。批判的検証に必要な「各自が考える作業」
と「根拠ある見解」を生成するために、担当教員が提起する
課題についてグループ討議を行い、各グループが発表し、発
表結果を担当教員が整理し、理論化する方法をとる。したが
って、履修者の積極的な授業参加が要求される。この科目の
主な目的は、「論文作成基礎I・II」の導入科目として設定さ
れており、論文計画書作成のための基礎知識を学ぶことにあ
る。もう一つの目的は、調査・研究のためだけではなく、実践
の理論化や批判的検証の仕方を学ぶことにある。したがって、
実践記録の書き方などのゲスト講義を実施する。

講義のポイント

学際的科学としての社会福祉学2

講義の目的と目標の設定、
講義の進め方1

科学的な文章とレポート・事実と
意見の違いと書き分け方3

調査・研究の基本的過程4

問題策定と先行研究の
検索、選択、読み方5

調査結果の報告書・レポートの
構造立てと作成の仕方6

科学とは何かを理解し、さらになぜ社会福祉学が、他の学問分野の学問的成果を必要とする学際的科学・複合的科学の
性格をもつのかを理解する。科学的なテキストとは何か、どのような種類があるのか、レポートとは何なのかを明確にし、
理解する。レポートや仕事文・実践記録などを科学的な文章にするために要求される条件は何なのかという基礎知識を
修得する。

科学としての社会福祉と科学的な文章の書き方

調査・研究の基本的過程と構造を理解する。研究問題策定の仕方、問題策定に必要不可欠な先行研究を読み込むことがなぜ
重要なのかを理解する、必要な先行研究の検索、選択の仕方や読み方、調査結果をまとめる報告書（レポート）の構造立てと要求
される作成原則や留意点は何かという基礎知識を習得する。

研究の基本的過程と結果報告書の作成原則

担当教員：訓覇 法子


